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１．海外で育つ

日本ルーツの子どもたち

岡村 郁子
東京都立大学 国際センター



1-1 補習授業校とは



【出典】文部科学省（2025）海外で学ぶ日本の子どもたち



【出典】文部科学省（2025）海外で学ぶ日本の子どもたち
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1-2  グローバル人材としての帰国生への期待

【2年以上の海外在住経験のある高校生487名を対象にした質問紙調査の結果】

（岡村 2013）
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帰国生が身につけた「グローバルな能力」とは？



「グローバル人材」に求められる資質・能力

• 既成概念にとらわれず、チャレンジ精神を持ち続ける姿勢
• 外国語によるコミュニケーション能力
• 海外との文化、価値観の差に興味・関心を持ち柔軟に対応する能力

【日本経済団体連合会による提言(2011)】
• 語学力やコミュニケーション能力
• 主体性・積極性、チャレンジ精神、協調性・柔軟性、
• 責任感・使命感
• 異文化に対する理解と日本人としてのアイデンティティ

【グローバル人材育成推進会議」（2012）】

1-2  グローバル人材としての帰国生への期待





「在外教育施設における教育の振興に関する法律」

令和4（2022）年6月公布・施行

【基本的施策】
１.在外教育施設の教職員の確保
２.在外教育施設の教職員に対する研修の充実等
３.在外教育施設における教育の内容及び方法の充実強化
４.在外教育施設の適正かつ健全な運営の確保
５.在外教育施設の安全対策等
６.在外教育施設を拠点とする国際的な交流の促進等
７.調査研究の推進等

1-2  グローバル人材としての帰国生への期待



基本方針（令和5(2023)年4月）

在外教育施設における教育の振興の基本的な方向として、
・在留邦人の子の学びの保障、国内同等の学びの環境整備、

在外教育施設ならではの教育の充実を掲げ、それに向けた施策を提示

• 文部科学省による日本人学校や補習授業校への教師派遣、

• 義務教育教科書の無償給与、教材整備、端末整備の支援等、

• 優れた教育プログラムへの重点的な支援により特色ある研究開発による教

育の高度化を図る

• 「在外教育アドバイザー」を設置して教育・運営に係る指導・助言を行う

1-2  グローバル人材としての帰国生への期待



【出典】 せかい×まなびのプラン～留学・海外経験から日本を変える（文部科学省,2023）



【出典】 せかい×まなびのプラン～留学・海外経験から日本を変える（文部科学省,2023）



1-3 AG５（2017～2022年）
AG＋（2022～2027年）について

• AG５（Advanced Global Five）

在外教育施設における高度グローバル人材育成拠点事業

2017年度～５年間 文部科学省が公益財団法人海外子女教育振興財団に

委託

在外教育施設における「グローバル人材育成」という視点からの実践

の分析を通して、新たな在外教育施設の教育モデルを構築する５つの

プロジェクト

• 2022年度よりAG+（プラス）として7つのテーマで継続





テーマ4

補習授業校

グループの活動



教え子の皆さんの力を、

補習授業校に！

２．AG＋
OBOG部会の活動



2-1 OBOG部会メンバー（共同研究/実施者）

• 亥本 房子 ヒューストン 補習授業校

• ウンターベルガー玲子 ウィーン補習授業校

• 大橋 由貴 ダラス補習授業校

• 後藤 豊実 クリーブランド補習授業校

• ダン奈津子 シカゴ補習授業校

• 浜田 佐知 カンザスシティ補習授業校

• 藻谷 容子 ポートオブサクラメント補習授業校

• 委員長： 東京都立大学 岡村 郁子

• JOES（海外子女教育振興財団）担当： 芝田進



2-2 OBOG部会のこれまでの活動
【目標】授業や学校全体のイベントにより在校生・教職員とOBOGのネ
ットワークを作り、在校生のモチベーションアップと補習授業校のPR
につなげる。

① OBOGを対象としたアンケート・インタビュー調査を実施、補習授業
校の教育の成果検証を行い、グローバル人材育成への役割を明確にす
る。（アンケート調査の結果はこちらから⇒）
② OBOGによる補習校へのサポート実践【本報告】
③ OBOGネットワーキングの構築

（１）卒業生のネットワーク作り
（２）OBOG部会インスタグラム等によるSNSでの情報発信



①アンケート調査
【実施期間】2023 年12 月17 日～2024 年2 月26 日

【回答数】354 通

【自由記述 】補習校在籍者や教員へのメッセージ

②インタビュー調査 （2024年度）

2-2 OBOG部会のこれまでの活動

アンケ―ト回答者のうち、希望のあった約30名を対象に実施



③補習校OBOGから後輩へのメッセージ

2-2 OBOG部会のこれまでの活動

キーワード・テーマ分析

バブルの大きさ＝＞言及頻度

緑・紫・青系＝＞ポジティブ

オレンジ・赤系＝＞ネガティブ

















2-3 情報発信

SNS－OBOG部会インスタグラムなど

• 2025年9月、OBOG部会の公式
インスタグラムアカウント
を開設。 各校のOBOG関連の
情報もまとめて発信。OBOG
関連イベントなどの情報の
共有促進を期待している。

• 全世界の補習校OBOG、さら
に過去・現在の世界の補習
校関係者同士がつながる機
会を増やす目的。

（https://www.instagram.com/jws_obog/）



３．OBOGの力を活用した

補習校での実践例

カンザスシティ・サクラメント・ヒューストン・
ダラス補習授業校の活動から

3-1 授業補助や行事の手伝い

3-2 在校生・保護者へのアドバイス・相談対応

3-3 OBOGのネットワーク作り

3-4 講話会

3-5 パネルディスカッション・進路指導



3-1 授業補助や行事の手伝い
カンザスシティ、サクラメント、ヒューストン、ウィーンなど、多くの補習校でOBOGがボラ

ンティアとして学校の授業補助や行事の手伝いとして活躍している。

1年生の授業で補助をする

高校生ボランティア達



1年生の絵日記の宿題にコメントできるボランティアも育ってきた。

3-1 授業補助や行事の手伝い



3-2 在校生・保護者へのアドバイス、相談対応

学校ウェブサイトに「学び舎サポート」として

OBOGらによる相談窓口を設置。

2026年1月より、編入する生徒・保護者らからの

質問受付を開始。

ヒューストン

日本からの中学部への編入生に対し

て、地元の現地校に通う補習校OBOG

やその家族を紹介。

編入生のアメリカ生活適応を支援。

カンザスシティ



3-3 OBOGのネットワーク作り
課題：卒業・退校後、誰がOBOG名簿を管理するのか。

• 25年9月、同窓会発足・会員募集

開始。

• 学校ウェブサイトのGoogle Formで会

員情報を収集。

• 元理事（保護者）が運営・管理。

• 今後OBOG主導へ。

サクラメント



3-3 OBOGのネットワーク作り（続き）
課題：卒業・退校後、誰がOBOG名簿を管理するのか。

• LinkedIn（SNS）に補習校ページを
開設（学校の教職員がLinkedInの
アカウントを持っていれば無料
で開設可）。

• OBOG、さらに過去・現在の補習
校関係者同士がつながる機会を
増やす目的。

サクラメント（続き）



3-4 講話会

2023年12月
歯科医師

2024年11月
米国公認会計士

2025年11月
客室乗務員

ダラス補習授業校

• 国語表現と進路指導の
コラボ学習として実施

•ダラス補習校OBOGによ
る講話会を年1回開催



3-4 講話会
ダラス補習授業校



3-5 パネルディスカッション・進路指導
ダラス補習授業校

• 国語と進路指導のコラボ学習として実施

•ダラス補習校OBOGによるパネルディスカッションを年1回開催

パネルディスカッ
ションを開こう



3-5 パネルディスカッション・進路指導

教室授業の様子

ダラス補習授業校

オンライン授業の様子



3-5 パネルディスカッション・進路指導
ダラス補習授業校



3-5 進路指導

ダラス補習授業校



4． 実践を通して見えてきたもの

・今後の展望



4-1 実践を通して見えてきたもの

•進路指導・キャリア教
育の充実
•在校生と卒業生をつな
ぐ仕組みの構築
•補習校コミュニティの
活性化と帰属意識の向
上

•自身の経験を後輩に伝
えることで自己成長や
貢献を実感
•補習校への恩返しや継
続的な関与の意識が向
上
•OBOG同士のネットワー
ク形成の促進

•進路や大学生活に関す
る具体的な情報を得る機
会が増加
•将来を見据えた学習意
欲/目標意識の向上
•補習校での学びや人と
のつながりの価値を再認
識



OBOGを補習校の「卒業生」としてだけでなく「継続的な教育資源」と位置付け、
在校生とつながり続けることで、互いに成長し合える仕組みづくりが重要

4-2今後の展望





【参考文献】
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